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図 1 P3HT キャスト膜の高速放電 







【３】 LiFePO4のα［3 福住（D2）日沼（千葉大）、守友 
典型的な電池材料である LiFePO4のαを Li濃度(x)の関数として調べた。αは xに依存せ
ず一定(=0.9mV/K)であった。これは、LiFePO4が相分離[LixFePO4 xLiFePO4 ＋ (1-x)FePO4]
を示すためである。第一電離計算でΔSの固体成分を評価し、実験結果を定量的に説明した。  
図３ LiFePO4のαの Li濃度依存性 





図４ d 電子の配置エントロピ－ 
-223-
【５】 三次電池の熱効率の増大 [5] 福住（D2）、天羽（終了）、小林、丹羽、守友 
我々は、昨年度、αの異なる二種類のコバルトプルシャンブルー類似体を配置した三次
電池を作成し、295K と 323K の温度サイクルで熱効率 1%を報告した。熱効率のさらなり上
昇を目指して、コバルトトプルシャンブルー類似体をマンガントプルシャンブルー類似体
に置換した三次電池を作製した。286Kと 313K の温度サイクルで、熱効率 2.3%を得た、 
図５NMF83/NCF90 三次電池の熱サイクル 






【７】 NaCoO2の酸化プロセス[7] 丹羽、東山、天羽（終了）、小林、守友 
典型的なナトリウムイオン電池材料である NaCoO2の酸化プロセスを、CoL端吸収スペクト
ルで調べた。ナトリウムを抜く（酸化する）と、プリエッジ領域に新たな吸収帯（A）が観






【８】 高分解 X 線吸収分光による層状酸化物の電子状態の研究[8] 丹羽、東山、天羽（終
了）、小林、石井（JASRI）、守友 





図８(a)通常の X線吸収分光と高分解 X線吸収分光(b)高分解 X線吸収分光の実験配置 
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